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林

キ.リ亜科の天牛2種

匡 夫

TWO SPECIES OF LONGICORN BEETLES OF
LAMIINAE FROM JAPAN
By MAsA0 HAYASH1・

本報には從來'Exocentrus' fu j iyamai MATSUMUK4L et MATSUSHITA(1933 ) として
取扱われていた種を日本表記鑑の Miaenia PASCOE (l864)  に移し又全く日本よ. りは配

銀されていなかったEumecocera impustulata (MO'「S( ]fUISKY) (1860) の.4・・)l、' 九
州に 分布することを述べ, 睛資の御此列を き- たいと考える次第である・

を軍するに際しては黑 良彦 - 衣 t ・ ' 覧・ 松国勝投の請氏よりは:買意な標本を
惠興或いは 興きれ, Ji揮信l装・ 中無 兩氏よりはji t重な文献の自由使用を許され , 水 野

武夫・ 大林一夫・ 中根猛彦の睛氏は日t1良適切なる指導を興えられ或いは原稿の校関を賜り夫々
紹大なる御支援を得たことを明富Eして, ここに上記の確先 ' 友人各位に深甚なる藤謝の意を

表する・ .

1. Mlaenia fujiyamaj (MATSUMU:RA et MATSUSHITA)  ・ (F、canthoCinini)
フ ジ ヤ マ チ ビ カ ミ  キ  リ (第 l 圖)

, Exocentrus fuj iyamai MATSU~IURA et MATSUSHITA;Tns・Mats・, VTI(3),
pie8 (]g33) :MATsUsH「TA; Journ. Fac. Agr. Hokkaido Imp. Univ・, XX:XIV
(2), p396 (1g33) :MI'lON0; Oat Co1.Japon., Pars8,940eramb., P.194 (1940) :
s国KI; Cat. Longic. New Japan, p ie5 (1946).
1將 は黑襯ないし粟?a色, 觸jf」?び翅韓はやや明るい (模式標本 黄褐色)・ 頭部
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は前3聞よ り明かに幅 く , 相 は大きい. 小點刻を密布し灰色毛を生一jl二 る・ 口器は

黄識,色. 觸角は體の1 イ??半の長さ, 細毛を下面に生じ, 第l 節はほぼ回簡形, 第3 '4
節は他の各節よ り も明かに長く 第4 節は前者
よ りf護かに短い. 後細の各節は漸次短縮され,
第2 節以下の各節先端部は濃色を帶びる.
前胸は長さと幅ぼぼ等しく , 側方は使かに丸
められ中央後方に小実起を具え, 前綴は前方
に丸く凸出する. 背面は小里 h刻を密布し」 1灰
色毛によ り兩側及び中央に縱帶)状 に灰色 を

具えるが時にはi,- 「半ll然としない場合があ
る. 小福板は三角形, 灰色二fで被れる. 翅華iiは
少しく長く , 次色ニ◆を装うが, 1,e部中・央から後 第 1  同

方内側に l l請選合線に向うもの,  中央より後 Maenia fu jiy ' m: 'i
f

_ _ _
_ (MATSu?IURA et MAT-:、USl f ITA)

方の幅廣い横帶及びそれと 端との間 の側縁
, 、

にi  かにふ 合線に達しない紋の各部は夫 毛をO决き地色を現わし全面にやや大
きい點刻を装う . は普通, 腿allは肥大し, 前附節は他の1附節よりも短くやや幅が
廣い. 體下は灰色毛を装う . 體長 :4- 5m,,,.
産地一東京都大議, 1940年8月2 日, 表 惠 氏; 新Ia縣岩船郡下海府村桑川, 191S年6 月18

日 , 小池 氏・
、

分布一日本 (本;、l )・ .

本種の幅の教い頭部,  第3 ・ 4 節の特に長い朗角,  路t節の構造及 態に剛毛を缺く 諸點は

i三xocentrus より Miaeniaの定義iこよく適.合する・ Miaeniaに する種は東洋區の東部

及び-え - ストーノ、J -? 置の一部に分布し, 從來知られた最北の分布地は中準民國台海省であった
が今回日41? 迄分布することが判n? した・ 本1111の趙制及び.斑;t:解の點では1原記載によれは'・Illし
短い'l温角を除きポ'ルネー?-のサンダカンに産する  M rufura F「?1「.ER (1925) に極めて近い・

同様の種制を持つ E to ns tl s BAT (1873) も又Miaeniaに移すべきであると考えて
いるが標本,が0いためその斷定を將來に留保'す'る・
2.  Eumeco(era impustuIata (MOTS0.HULSKY) (Phytoeciini )

ョ ス ジ ア ヲ カ ミ  キ リ (第 2 圖)
Saperda jmpustuIata MOTSCHUi・SKY; Schrenck, Reisen im Amurlande, 11, Col・,

p. l51 (1860).
Eumecocera impustulata, SOLSKY;Her. Soc. Ent. Ross., VI I, p 392(1871) : K-

R.AATZ; Deut・che Ent. Zeitsehr., XXI II, p 96 (1S79) : 0KAM0:「0: Ins. Mat'., I I ,
p 85 (1927) : MATSUSHITA; Journ.、Fac. Agr. Hokkaido Imp. Univ., X XI V(2),
p 426 (1933) :0HBAYASH t; Trans. Kansai .Ent Soc., No8, p i t5(1939) : M0.R,I &
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OHO; VoJ. Tubi1. Prof. Yoshida, 「, p.. 548 (1939):MITON0; Cat. Col. Japon., Pars8,
. 94 ( eramb., p 219(1940) : GR.ESSITT; Spec. Pub】. no 8, 「,ingnan Nat. Hist. Surv. &
Mus., 「.ingnan Univ., p 35 (1942). /

1

體は長く兩側やや平行, 黑色, 全面に自色の長

毛を疎らに, 又銀色に瀝 lく蒼白線色 :な、.,r、し灰自色 ・

(或いは淡 ll,:色を帶びる場合もある) の鱗毛を密 器
布する. 前a自l上の4本の縱條(時に 軸の側 部), ・ 無
觸角及び波はt果出して黑色. 背面はやや平坦, 頭 一鍵
部は複限後方で かに狭まり帶に小さく i '深く 醫
刻され中央には細y、 l 縦隆を有する. 觸角は細長
く, 兩性と、も體長を越える. 第3節は最長, 第 1 .

.

・ 2 pの合計よりも長く, 第4節以下の各節は極 .

めて使かに短総するが, 第1 節よりは長い. 各節

は全面灰色の細微毛で被われ, 又下面に,照色の長
毛を散生する. 前ll iは圓筒形 , 幅よりも長く , 

第 2  圖
1i umecoce ra impustulata

( MOTSaH ULSKY)

部の方に少しく狹ま リ側方は少し丸く l「'l 出して頭部よ り少しく幅は廣い. 報 深 く

張く小望 點刻を裝う .  小橋板は後方の丸、.r、方形. 通 は前111? より明かに幅廣く,
部の幅の2 倍半:ないし 3 倍弱の長さ, では後方僅かに狭まり9 では兩側殆んど
平行, 先端は夫?,・丸く突出し識合線部でやや角は-る. 基部より後方に潮次小さくな
る大 刻を装う、. 波は細長. ll ｣長 : 9- l2・ 5mn
産地一兩島解南會津那館岩村湯ノ花, 1947 年6 月14日, 黑澤氏; ,6取願西伯那伯者大山,19-

47年6月28日, 林; 大分願直入部fia母山, 1913 年8月14日;l9・l7年7月29 日, 松因氏;East Manchu「Ia
(Yab1onia),1940年7 月, A.SJoukashkin. 大科一夫氏の御好意で岡本半次郎 士が能銭に用

いられた朝 (光陵 ) 産の標. を検すること 出來た・ 其他原産地ll「ウ '〕・ヤ, 大 氏による流

洲(Gheng-chin)及び森・ 趙兩氏による浦洲( ifi泉) t、報告されているにすき' ない・  '
、

分布一日本 (本州・ :力:,州) ,朝解, 滿洲, 東シ'へ、Jヤ・
本種は一見Stenostola の或種と識認されやすいし特に 日本産のものは銀色光1等のあ、る
自線色を呈するものが0 く , 多くは灰色, ・色を帶びる様であるが上述の標徴及附同によ- り同

定し得るであろ '5・

參 考 文 献 、

F. P. PA 、OB; Longicornia MaIayana; or, a descriptive catalogue of the spellies of the
three Longicorn 1'、amilies Lamii,lao, Cerambycidae and Prionidae, collected by Mr. A.
R. Wa11es in the Malay Archipelago; Trans. t. Soc. London, (3) I I I,pp27,38-40
(18u );
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S・SOISKY ; Ooleopteres do ta Siber ie orienta!e; r io!ae Soc.E1la t R , , VII , pp.
391-394 (1871).

t

W. S. FISHER; New Malaya1 Cerambycidae : Subfamily Lamiinae ; Philippine Joum.
・  Sci., XXVI I I (2), pp 267-268 (19a5う.
M. MA'l 'SUSHITA; Ueber die neuen Ceramb i den A r ten Japans; Ins. Matsum., VI1

(3), p ie8 (1'933) : Beitrag zur Is,enntnis der Cerambyciden dos Japanis,ohen Reichs;
Journ. Fac. Agr. :Hokkaido Imp. Univ., XXX「V (2), pp 389、 395-398,42e(1933).

J. L. GRESSITT; '「he 「 ngicorn Beetles of Hainan Island; Philippine Joum. Sci., 72
l (1-2), pp.182,18'1'-188 (1940) :  A Provisional Synopsis of the I・ongicorn Beetles

of China. I I-Subfamily Lamiinae ; Spec. Publ.  No 8, Lingnan Nat. H ist. SurV.

Mus., Lingnan Univ., Canton, China, pp 28,・30,  35 (1912).
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本誌創列號, p24 (1916) においてEupogonius tenuicornis と Terinaea atrofusca
を比較し?こが, 4 のEupogonius tenuicornis  のa角各節の比は課植されていた. の

1藤:に_すべきであるのでここに9「正する.
3 ,4 ;>5 ?6>1 > 'i'>8>9>10>11> 2 文

新潟縣西 原那産の控目すべき天牛

新潟縣 町 横 田 集 三 郎

1. XyStrOCera glOboSa (Olivier, 1759:) アチスず i:1 ミキリ .

本年(194S)9 月2 日所用で浦演村の海 にある "演‘r、家〟iこ赴いたところ, 同夜同家の●想
に多致の が飛來し天井をli tひ1ti通を概めた. そ 数は0く見我つても50頭を下らaもので
あったが, 生19殺.議管を持たなかったので10余頭の生品を持 たに過ぎなかった. 本種は1
彦山境地方一帶に重するが, 」It様に多動こ相遇したのは之・0;最初である.  因に同海 にはネ

ムノキは '10く ない. '

2.1XyIOtreCbuS grayii (White, 18!i5) ムネマダラトラカミキ lJ
解立卷高等學校の無口一lf繊1程i ;同:程宅 (岩室村) で2 頭を捕へた. 同 の話に依3 と他

に同 の友人で多数捕へた者があり, 相を食審するらしいと-i iふ.
3. Chic「0PhO「uS muSCOSuS (Bates, 1873) フ オ ピ ミ ド lJ トラー11 ミ al.、J
19?年8 月6 日にやはり浦演村の五・ll,-時で路 に被んである新の上から13 を採集した. 既

に佐波から記錢i 'あ5 が ( 自然研究, 第5 號・1936), 對1學の新潟解本土からは;最切の記銀と思
; . ,馬場金太;日l氏に依 i,と佐渡て'は ヤキに加書すると云ふ.   (25, ,11, 194S)
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